
教第 18 号議案  

 

令和６年度使用神戸市立小・中学校 ･義務教育学校特別支援学級及び特

別支援学校小・中学部の教科書採択について  

神戸市立小・中学校特別支援学級及び特別支援学校小・中学部において使用

する令和６年度使用教科書として別紙のとおり一般図書を採択する。  
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資料① 
教第１号議案  

 

令和６年度使用教科用図書の採択要領について  

神戸市立学校における令和６年度使用教科書の採択要領を次のように設定する。  

令和５年４月17日提出  

神戸市教育委員会事務局 

事 務 局 長   高 田  純 
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令和６年度使用教科書の採択要領 

 

 

１ 基本方針 

神戸市教育委員会（以下「教育委員会」という）は、学習指導要領及び神戸市小学校教

育課程基準（H31.4 策定）、神戸市中学校教育課程基準（H31.4 策定）、神戸市立高等学校

教育課程編成の手引き（R2.10 策定）、神戸市立特別支援学校教育課程編成の手引き（R2.4

策定）等に則して教科書に関する調査研究を行い、適正かつ公正に採択する。採択後は、

採択結果など採択に関する情報の公表を行い、開かれた採択を推進する。 

文中の小学校には、義務教育学校前期課程を含み、中学校には義務教育学校後期課程を

含む。（以下同じ） 

 

２ 採択までの手続き 

（１） 小学校及び小・中学校特別支援学級及び特別支援学校小・中学部 

① 教育委員会は、神戸市教科書評価委員会（以下「評価委員会」という。）、 

神戸市立小学校使用教科書調査員会・一般図書調査員会（以下「調査員会」という。） 

を設置する。 

   ② 調査員会は、教科書の調査研究を行い、その結果を教育委員会事務局に報告する。 

   ③ 教育委員会事務局は、評価委員会に調査結果を説明し、意見を聴取する。 

④ 教育委員会事務局は、調査員会の調査結果と評価委員会の意見を取りまとめ、教育 

委員会に報告する。 

 

（２） 中学校 

令和２年度に採択し、令和３年度より使用している教科用図書を継続使用する。 

 

（３） 高等学校及び特別支援学校高等部 

各学校に、校長を委員長とする教科用図書選定委員会を設け、毎年自校の教育課程

に則した教科書を選定し、校長が教育委員会に報告する。なお、特別支援学校高等部

においては、障害のある生徒の実態に応じた最も適切な教科書を採択するため、校長

が一般図書も併せて毎年、選定・報告する。 

 

３ 採択事務に関する情報公開について 

 教科書採択の公正確保のため、「評価委員会」「調査員会」「教科書選定委員会」の名簿と

評価委員会議事録・教育委員会会議の会議録等は採択終了まで非公開とし、その後公開す

る。 

 

４ 教科書の展示 

関係法令（教科書の発行に関する臨時措置法施行規則、第５条第２項の規定）の定めると

ころにより、一定の場所及び期間を定め、教科書を展示する。 
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資料③ 
小学校及び小・中学校特別支援学級及び特別支援学校小・中学部 

教科書採択の流れ 

 

①採択要領の決定 教 育 委 員 会 ⑨採択 
②調査研究指示      ⑧調査・意見等報告 

      
             ③委嘱                     ⑥意見    ③委嘱 

                   ④調査研究報告       ⑤調査内容説明 
                             ⑦市民からの意見 

 
 

 【評価委員会】 
・委員は、学識経験者、保護者代表、学校関係者(校長)等(10 名程度)から構成され、教育委員会が

委嘱する。 
・調査員会の結果をもとに協議する。 

【調査員会】 

・委員は、学校関係者（校長・教員）、教育委員会事務局職員（指導主事等）から構成され、教育

委員会が委嘱する。 

・各教科書の内容等を調査研究する。 
【小学校用教科書の調査研究の観点】 

・神戸市小学校・義務教育学校（前期課程）教育課程基準（H31.4 発行）等が示す、目標や内容の 

達成に適切なものになっていること 

・知識及び技能の習得のための工夫がなされていること 

・思考力・判断力・表現力等を育成できるよう工夫がなされていること 

・探究する意欲を高める工夫がなされていること 

・ユニバーサルデザインの観点から、図版、文字、記号の大きさやレイアウト、色彩等が適切で

あり、配慮がなされていること 

【特別支援学級・特別支援学校用新規一般図書の調査研究の観点】 

・ 神戸市小学校・義務教育学校（前期課程）教育課程基準（Ｈ31.4 発行）、神戸市中学校・

義務教育学校（後期課程）教育課程基準（Ｈ31.4 発行）、神戸市立特別支援学校教育課程

編成の手引き（Ｈ31.4 発行）等が示す、目標や内容の達成に最適なものになっていること。 

・ 児童生徒の障害の状態や発達段階に応じた学習に適していること。  

・ 児童生徒の興味・関心への配慮がなされていること。 

・ 系統的な学習指導が可能なものであること。 

【教科書の展示】 
・ 神戸市中央教科書センター（総合教育センター）など市内11カ所において教科書の法定展

示会を実施する。（一般図書は、神戸市中央教科書センターのみ） 

・ 市民から教科書について出された意見を教育委員会に報告する。 

【情報公開】 

・ 教育委員会会議で教科書が採択された後、市民情報サービス課の閲覧室で、教科書調査員会

の名簿等の情報を公開する。 

 教育委員会事務局        評価委員会 

 調査員会        教科書の法定展示 
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令和６年度使用神戸市立小学校及び小・中学校特別支援学級及び特別支援学校小・中学部 

教科書の採択事務日程（予定） 

 

令和５年 
 
月 日 曜 内       容 

４ 

 

 

17 

 

 

月 

 

 

教育委員会会議 

  「令和６年度使用教科書の採択要領」決定 

 

４ 

～  

５ 

 

 

 

 

 

 

６ 

下旬 

～  

下旬 

 

 

 

 

 

 

下旬 

 第１回教科書調査員会 

  採択要領の確認（公正確保・非公開など） 

  調査研究の役割、方法、観点、記録などについて 

 調査研究日程の計画及び実施、報告について 

第１回教科書評価委員会  

第２・３回教科書調査員会 

 調査研究・報告 

第４回教科書調査員会 

 調査研究のまとめ 

第２回教科書評価委員会 

 調査研究のまとめについて、意見聴取 

６ 

～  

７ 

14 

～  

３ 

水 

～  

月 

教科書の展示会 

場所： 総合教育センター、中央図書館、東灘図書館、灘図書館、 

北図書館、新長田図書館、西図書館、北神図書館、兵庫図書館

、 

名谷図書館、垂水年金会館（全11カ所） 

 

月日： 総合教育センター ６月14日(水) ～ ７月３日(月)(14日間) 

 全図書館 ６月16日(金) ～ ７月１日(土)(14日間) 

 垂水年金会館 ６月16日(金) ～ ６月30日(金)(14日間) 

     
 

 

７ 

８ 

 

 

25 

４ 

 

火 

金 

教育委員会会議 

「令和６年度使用一般図書」採択 

「令和６年度使用小学校教科書」採択 

 

９ 

 

 

初旬  採択後情報開示 

採択結果、採択関係資料等を公開 
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令和６年度使用教科書展示会について 
（１） 教科書の展示について 

文部科学省検定・著作教科書の展示会を市内11か所で実施する。（小中学校で現在使用されている教科書

も展示する。また、特別支援学級、特別支援学校分として文部科学省著作教科書を展示する。） 
（２） 展示会場、開催期間及び時間 

会 場（11） 期 間 
展示期間中の

休館日 
見本本 

神戸市中央教科書センター 

 神戸市総合教育センター 

  中央区東川崎町１－３－２ 

６月14日（水）～７月３日（月） 

   ９：００～１７：００ 

土曜日 

日曜日 

小中特

高 

神戸市第２教科書センター 

 神戸市立中央図書館 

  中央区楠町７－２－１ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

   ９：１５～２０：００ 

 ＊日曜は ９：１５～１８：００ 

月曜日 
小中特

高 

神戸市第３教科書センター 

 神戸市立東灘図書館 

  東灘区住吉東町２-３-４０ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第４教科書センター 

 神戸市立灘図書館 

  灘区永手町４－２－１ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第５教科書センター 

 神戸市立北図書館 

  北区鈴蘭台西町１－２２－１ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は ９：００～１７：００ 

 

月曜日 

 

小中特 

神戸市第６教科書センター 

 神戸市立新長田図書館 

  長田区細田町７－１－２７ 

  市営細田住宅内 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第７教科書センター 

 神戸市立西図書館 

  西区糀台５－６－１ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は ９：００～１７：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第８教科書センター 

 神戸市立北神図書館 

  北区藤原台中町１－２－２ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第９教科書センター 

 神戸市立兵庫図書館 

  兵庫区駅南通５－１－１ 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

月曜日 小中特 

神戸市第10教科書センター 

 神戸市立名谷図書館 

  須磨区中落合２－２－４ 

大丸須磨店４F 

６月16日（金）～７月１日（土） 

  １０：００～２０：００ 

 ＊日曜は１０：００～１８：００ 

火曜日 小中特 

資料⑤ 

(5)



 
 

神戸市第11教科書センター 

 垂水年金会館 

  垂水区平磯１－２－５ 

６月16日（金）～６月30日（金） 

  ９：００～１７：００ 
6/25休館 小中特 
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使用教科用図書に関するご意見 

 

 

閲覧者合計 298 名【昨年度：118 名】 

 

展示会場：市内 11 か所＜資料⑤＞ 

 

展示図書：文科省著作権本 

 

 

意見のあった会場： 神戸市第 11教科書センター（垂水年金会館） 

         閲覧者数 29 名 

         特別支援教育への意見書 1 名【意見総数：13】 

 

令和６年度使用教科書に関するご意見（１名） 

 

 

・支援学校の視覚障害で使う点字の教科書があるにもかかわらず展示されていない。ま

だ１０７条の絵本本の展示もない。なぜか。教科書で教えるのか、教科書を教えるの

か、この教科書を使って 教えられた子どもはどんな人間に育ってゆくのだろうか、

と気になった。 
                                               

資料⑥ 
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別冊１ 

 

 

 

令和６年度使用 

 

 

神戸市立小・中学校･義務教育学校特別支援学級 

及び特別支援学校小・中学部教科書 

 

 

 

調査員会報告書 

 

 

教科書調査員会 
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令和６年度使用神戸市立小・中学校・義務教育学校特別支援学級及び 
特別支援学校小・中学部教科書に関する報告 

 
標記のことについて慎重に調査研究の結果、下記の通り報告します。 

 
記 

１.選定の方針 
 

小・中学校・義務教育学校特別支援学級及び特別支援学校小・中学部に
おいては、次の（１）（２）の順に選定を行う。なお、（３）については、
視覚に障害のある児童生徒用の教科書として選定する。 

 
(１) 検定教科書又は文部科学省著作教科書（特別支援学校小・中学部知

的障害者用、視覚障害者用［点字版］）について 
 

① 検定教科書 
 
・小学校・義務教育学校前期課程特別支援学級及び特別支援学校小学は、 
令和５年度、神戸市が採択した検定教科書を使用する。 

・中学校・義務教育学校後期課程特別支援学級及び特別支援学校中学部 
は令和２年度(道徳は平成３１年度)神戸市が採択した検定教科書を 
使用する。 

・発達の実態に応じて、下学年の検定教科書を使用することもできる。 
 

② 文部科学省著作教科書（特別支援学校小・中学部知的障害者用） 
［目録１］ 

 
・文部科学省が著作の名義を有する教科用図書で、小学部４種１３点、 

中学部３種６点の図書があり、これを使用する。 
   

③ 文部科学省著作教科書 
（特別支援学校小・中学部視覚障害者用［点字版］） 

［目録２］ 
 

・ 小学部６種２８点、中学部８種１４１点の図書があり、これを使用
する。 

 
(２) 学校教育法附則第９条の規定による一般図書について 

 
①「令和６年度用神戸市一般図書一覧」は、令和５年度に神戸市で採択し 

た教科用図書が掲載されている「令和５年度用神戸市一般図書一覧」か 
ら 13 点追加し、３６８点が掲載されている。 

［目録３］ 
 

② 「令和６年度用一般図書一覧」のうち令和５年度までに採択した３５
５点については継続して使用する。 
「令和６年度用一般図書一覧」に新たに掲載された１３点について調
査研究を行った。                   [目録４] 
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(３) 盲学校等の特例について 
 

① 検定教科書のうち、点字訳されるものは、種目ごとに全国で１つの
発行者の検定教科書だけであり、神戸市で採択された検定教科書と
異なる発行者の検定教科書の場合もあるが、点字訳されたものを使
用する。 
点字教科書は文部科学省著作教科書[点字版]以外の種目も発行され
ており、それらを使用することもできる。        [目録５] 

 
② 盲学校で点字教科書を使用する場合、複数の児童生徒が同じ授業を

受けるために、点字教科書を使わない他の児童生徒は、点字教科書
の原典となる発行者の検定教科書又はその拡大教科書を使用するこ
ともできる。 

 
③ 小・中学校・義務教育学校に在籍する視覚に障害のある児童生徒に

対する拡大教科書について、神戸市で採択された検定教科書を拡大 
したものを使用する。 

 
２．調査研究日程の経過 
 
（１）第１回教科書調査員会 令和５年５月８日（月） 

神戸市教育委員会事務局 
    

① 資料配付と調査研究日程・内容の協議 
   ② 調査研究、留意事項等の確認 
 
（２）第２回教科書調査員会  令和５年５月 22 日（月） 

神戸市教育委員会事務局 
① 調査研究 
② 協議 
③ 第３回の確認 

 
（３）第３回教科書調査員会 令和５年５月 29 日（月） 

神戸市教育委員会事務局 
① 調査研究（続き） 
② 協議（続き） 

 
（４）評価委員会 令和５年６月 23 日（金） 
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３．調査・研究の観点 

① 内容について  

(ア) 児童生徒の障害の状態や発達段階に応じた学習に適しているか。

 ····················································· 観点１ 

(イ) 児童生徒の興味・関心への配慮がなされているか。 ······ 観点２ 

(ウ) 系統的な学習指導が可能なものであるか。 ·············· 観点３ 

 

② 形式について 

   図版（写真や絵、図、表、グラフ等）や文字、記号等の大きさや配置、

色彩等が適切であり理解しやすく、ユニバーサルデザインの観点から

配置がなされていること。 

 

４．学校教育法附則第９条の規定による一般図書の調査研究報告書 

（１）．「令和６年度使用一般図書一覧」に新規に掲載する図書 《13 冊》 

＜１冊目＞ 

【どこにいる？だれがいる？さがせ！日本の歴史（岩崎書店）】 

①内容について 

（ア）それぞれの時代背景に合わせたイラストがたくさん盛り込まれてい

る。イラストが大変細やかに描かれており、町や建物の描写から当時

の暮らしぶりも想像しやすい。例を挙げると、平安京のページでは、

貴族のくらしと武士のくらしが見開きに描かれている。そのため、文

化の違いについて比較しやすいので、文章だけではイメージを膨らま

せにくい児童生徒にも、見開きで当時のくらしをイメージしやすい。

それぞれのページに歴史的な事柄の渦中にある歴史的人物がさりげ

なく配置されており、絵を探しながら歴史の流れを学ぶことができる。 

 

（イ）文字数が少なく、指定されたイラストを探すことができる。さらに、

イラストを探していると自然に周りの各時代の風景に目を止めるこ

とができる。また、それぞれの時代にその時代背景にあったイラスト

が紛れている。例えば、平安時代のページには、妖怪が隠れており、

平安時代に刊行された資料(今昔物語集・地獄草紙等)に妖怪の記述が

多かったこともうかがえる。明治時代のページには、鉄道や牛鍋(現

代のすき焼き)などが描かれており、欧米の文化が日本に根付いてき

たことがうかがえる。さらに、児童生徒が当書を読み進める中で、服

装や建物の変化にも気づくことができる。服装に興味をもっている児

童生徒にとって、「江戸時代と明治時代の服装について気づいたこと

を教えて？」といったような教師からの発問でそれぞれの時代につい

て興味をもつこともできる。当書に沿ってイラストをさがしたり、教
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師が探すイラストを指定したりすることで、児童生徒が疑問をもち、

学習を深めることができる。このように、児童生徒が「これはなんだ

ろう？」と疑問をもった点から学習を広げることができ、学習意欲を

高めやすい。また、特定の人を探すところから始めるので、歴史とい

う分野に苦手意識をもっている児童生徒も取り組みやすい。 

 

（ウ）弥生時代から現代まで、小学校６年生の社会の教科書の内容に沿って、

順を追って描かれているため、系統的に学習しやすい。建物の移り変

わりや文化の移り変わりなどがイラストで描かれている。そのため、

通常の学級での交流授業で学んだことを復習したり、予習したりして

活用することができる。全体指導の中では理解しづらい児童生徒にと

って、複数のイラストを探す中で繰り返し各時代の風景に目を向ける

ことができるので知識が定着する。また、探し出すイラストの人物は、

その時代の重要人物であることが多い。その人物が歴史的にどのよう

な功績を残したのかを学ぶこともできる。答えのページには、それぞ

れの時代や人物についての解説が簡潔にまとめられている。イラスト

を見付けるだけでなく、答えのページを見ることでより学びを深める

ことができる。 

 

②形式について 

漢字にはふりがながふられており、児童生徒が一人で読むことができる。

また、文章も短いため、集中力が持続しづらい児童生徒も最後まで解説を読

むことが可能である。また、カラーのイラストを見ながら時代背景を学ぶこ

とができるため、文章だけではイメージを膨らませにくい児童生徒にとって、

その時代の場景をより鮮明にイメージすることができる。 

 

＜２冊目＞ 

【旅でみる世の中のしくみ大図鑑（ポプラ社）】 

①内容について 

（ア）1 つの物事の流れを見開き 1 ページで文字や絵を用いて一つ一つの工

程を丁寧に解説しながら描かれているため、物事を想像して考えるこ

とが難しい児童生徒も理解することができる。また、社会の物事一つ

一つには、様々な工程があることを細かく書いてあり、自分が興味を

もったことに対して、詳しく知ることが可能である。ことばや文字で

理解することが難しい児童生徒に対しても、見ただけで何をしている

のかが分かる絵があることで、読み始めから興味を持続し、最後のペ

ージまで読み進めることができる。物事が成り立つには、人だけでな

く機械も必要不可欠であることが絵や文章から分かるため、ロボット
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や乗り物が好きな児童生徒も興味をもって学習に取り組むことがで

きる。 

 

（イ）当書は、社会の物事の成り立ちについて 20 項目にわたって書かれて

いる。その書かれ方も、「〇〇の旅」と称してスタートからゴールま

でたどり着くようになっており、児童生徒自身が旅をする感覚で学習

に取り組むことができる。また、迷路が好きな児童生徒にとっては道

をたどりながら楽しく読み進めることができる。 

本の材料である「紙の旅」や「本の旅」の項目もあり、本ができるま

でにどれだけの人が関わり、どれだけの時間をかけて作られたのかを

知ることができるため、当書への興味をより一層高めることができる。

また現代社会ではよく利用される「ネットショッピングの旅」の項目

があり、ネットショッピングでワンクリックしただけでどうして商品

が届くのか詳しく解説してある。自身や保護者が利用したことのある

児童生徒にとっては、ワンクリックすることで様々な人が働いている

ことを絵や文章を見て知ることができる。 

社会の物事の成り立ちについて 20 項目もあることで、様々な発達段 

階の児童生徒が主体的に学ぶことができるようになっている。 

 

（ウ）当書では、身近な社会的事象一つ一つの工程を詳しく解説しており、

社会のしくみと自身の生活とを結びつけて考えることに適している。

例えば、「終わらないガラスびんの旅」では、ガラス瓶のリサイクル

の流れについて知ることができる。資源を大切にすることやリサイク

ルの重要性も合わせて書かれている。身近な社会には、生活を支える

事業に関する仕事があり、自分たちの生活と大きく関わっていること

を指導することもできる。 

   社会科だけでなく、当書の内容には理科的内容も含まれる。例えば「水

の旅」では、蛇口の水がどこからやってくるのかを解説している。蒸

発や凝結など小学校の理科で学んだことを思い出しながら中学校の

理科の学習にも生かすことができる。飲み水ができるまでに様々な工

程があり、そこにはたくさんの人が関わっていることを、当書を通し

て知ることができる。一つ一つに仕事があることを知ることによって、

将来自分がつきたいと思える仕事や職業を見つけるための一つの手

段として利用することができる。このように、当書では様々な教科を

踏まえながら総合的に学習することが可能である。また、総合的な学

習で調べ学習をする時などに、物事の工程のまとめ方の参考資料とし

ても活用することができると考える。 
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②形式について 

 一つ物事を見開き１ページで説明されて完結しているので、様々なページ

に目移りすることなく、一つのことに集中して学習することができる。すべ

ての漢字にふりがながあることで、漢字を読むことが苦手な児童生徒も悩む

ことなく文章を読むことができる。スタートを①として工程ごとに番号が振

ってあり、その工程を文章で詳しく説明してあるため、様々な箇所に目移り

しやすい児童生徒にとっても順を追って読み進めやすくなっている。また、

イラストでも描かれていることで文章だけでは想像が難しい児童生徒に対

して配慮がなされている。一つの物事（サービス）が自分自身のもとへ届け

られるまでをゴールとして、一つの「旅」と称し描いていることで、身近な

こととして捉えながら学習しやすくなっている。 

 

＜３冊目＞ 

【とってもやさしい中学公民 改訂版（旺文社）】 

①内容について 

（ア）見開きの左面に学ぶこと、右面に練習問題となっており、見開き 1 ペ

ージで小単元が終わる。そのため、その時間の学習内容に見通しが必

要な生徒にかかるストレスが少ない。また、左面の説明が簡潔にまと

められているため、読むだけで重要な内容をつかむことができ、右面

の問題は出題数、内容共に必要最小限に絞られているため、書くこと

に抵抗感がある生徒も取り組みやすい。各単元の学習ページは、大事

なポイントには「これが大事！」と、吹き出しのイラストが示されて

おり、説明の文章を読むことが苦手な生徒でも見出しを読むだけで要

点をつかむことができる。さらに、説明を丁寧に読むことで理解を深

めることができる。また、左面の最後には必ず「ぜったい！これだけ」

というまとめのコーナーがあり、その小単元で覚えておくべき最も優

先順位の高い内容が毎回示されている。右の練習問題の大問１・２・

３と、左の解説番号１・２・３がそれぞれ対応しており、生徒が練習

問題を解きながら、どこを確認すればよいのかわかりやすい。また、

練習問題の問いの答えとなるものが、左ページに赤字で示されており、

文章を読みこむことが苦手な生徒でも答えを探しやすい。章末にある

「おさらい問題」を解くことで、章全体の学習内容が身についている

か確認ができる。解答・解説の内容が詳しく、ワーク左ページの説明

を補足したり、角度や視点を変えて解説したりと、詳しく学びたい生

徒も意欲的に学習することができる。 

 

 

（イ）見開きのはじめに必ず「なぜ学ぶの？」というコーナーが作られてお
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り、学ぶとどんなことに役立つのか、どんなことができるようになる

のかについて「私たちが日常生活を営んでいけるのは、私たち一人ひ

とりが持つ人権が守られているから」のように具体的な説明があり、

生徒は学ぶ理由を確認した上で取り組むことができる。動物のイラス

トを各ページに用い、素朴な疑問や補足内容をつぶやかせることで、

生徒が親しみをもって学習できるよう工夫されている。巻頭に、語句

をなぞって完成させる公民ポスターがついており、はじめに当書で学

ぶおおまかな内容を確認することができる。 

（ウ）はじめに「現代社会と私たち」、「個人の尊重と日本国憲法」と、日本

社会について学び、最終的には「国際社会と私たち」というように世

界に目を向けた学習ができる構成になっている。中学校 3 年生公民の

教科書（検定本）と同じく、現代社会、政治、経済、国際社会という

流れで系統的に学習できる。 

 

②形式について 

 1 単元 2 ページ構成になっているので、見通しが立たないと集中できない

生徒にとって、ストレスがかかりにくい。また、左の学習ページで内容を理

解し、右ページの練習問題に取り組むという決まったパターンで進められる

ため、こだわりの強い生徒も学習が習慣化しやすい。全体的に文字数が少な

く、簡潔にまとめられており、要点がわかりやすい。図やイラストも多く、

全体的に優しい色づかいで視覚的なストレスが少ない。大事な内容は赤文字

になっており、学習内容のイメージが視覚的につかみやすい。各章が色で分

けられており、側面から見てもページを探しやすい。右ページの問題の回答

欄がはっきりした枠でなく、薄いベージュから白抜きで示されているため、

文字が枠からはみ出すと書き直さなければ気が済まない生徒にとってスト

レスが少ない。解答・解説が別冊になっているため、見やすい。 

 

＜４冊目＞ 

【とってもやさしい中１英語 これさえあれば授業がわかる 改訂版 （旺

文社）】 

 

①内容について 

（ア）生徒が例文の内容を理解しやすいようイラストが載っており、文字だ

けの情報では理解が難しい生徒にとっても視覚的な情報を与えるこ

とで、理解度もあがり、苦手意識を減らしていける。イラストは３・

４色程度で色が多すぎない作りになっており、文字は３色までにまと

められているため、情報が多すぎると注意が逸れる生徒にも適してい

る。１単元２ページにまとめられているため、見開きで１単元が終わ
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り、生徒も見通しが立てやすいため、見通しが立たないと不安になっ

たり学習意欲が低下してしまったりする生徒にも適している。例文に

使われている単語の難易度は学習の進度に適切で、生徒が知っている

ものが多いため理解しやすい。基本問題では単語の難易度があがるた

め、小さく注釈がついており、すぐに日本語の意味を確認できるよう

なっており、分からない単語も自分で確認しながら学習を進められる

ため、なかなか質問がしにくい生徒にも適している。また、家庭学習

など、１人で学習する際にも有効である。人物名など、様々なジャン

ルの単語が載っており、同じ文法を使いながら違う内容の英文に触れ

られるため、生徒が飽きることなく取り組むことができる。教師が当

書を使って練習問題やテストを作成する際も様々な難易度の問題が

記載されているため参考にすることができる。特別支援学級の授業の

中でテストを受ける練習をする際の生徒の習熟度に合わせた問題の

作成に当書を生かすことができる。 

 

（イ）当書で使われている表現は“サッカーをする・音楽を聴く”といった

ように、生徒の実生活にありうることで構成されており、生徒が興味

を持ちやすいように作られている。１つめの例文で“English”が出

てきた場合、次の例文では“math”が出てくるというように、見開き

の同じページの中に“教科”というカテゴリーの単語が複数出てきて

おり、関心を持ちやすい工夫がされている。また、単元の最初には“こ

の単元をなぜ学ぶのか”ということが端的に書かれている。生徒自身

が「この勉強をすると具体的にどんなことが出来るようになるのか」

というイメージを持ちやすく、授業のゴールも分かりやすい。 

    また、単元よりも前のページに、すぐに使える英語の表現方法も載

っており、実際に学校生活で使える表現（I can’t here you.）や教

師が使う表現（Listen to the CD.）なども載っているため、５０分

の英語の授業を組み立てる際に warm-up から Listening・Speaking、

個人での Writing と全ての技能を習得していくための取り組みができ

る。 

 

 

（ウ）１単元見開き１ページにまとめられているため、目標やゴールが分か

りやすく、生徒の障害や発達段階に合わせて使い易い。重要箇所が赤

色で統一して書かれていることから赤シートを使い確認することで

生徒の学習の定着度をはかることができる。１単元の最後には“ゼッ

タイこれだけ”という単元のポイントが書かれており、学習を進める

際の目標にもなり、学習の振り返りもできる。文法という大きな括り
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の中で複数の単元があり、最後にはまとめとして見開きでおさらい問

題がある構成になっており、生徒の障害に合わせて進度を調整しやす

い。例えば、1 ヶ月間で２・３単元進む生徒がいたり、１つの文法を

全部学習する生徒がいたりするといったような個々の対応ができる。

また、どの単元も難易度が低すぎないため、生徒のモチベーションも

さがらずに常に新しい事に取り組むことができる。 

    特別支援学級の英語学習では、特に書き練習の際には単語が中心に

なってしまいがちではあるが、「英文」というものに慣れさせていく

には、当書のような穴あき問題から英文（ただし決して難しすぎない

並べ替え問題でのもの）まで系統立てて取り組める教科書は有効であ

る。 

 

 

②形式について 

 どの単元も①学ぶ意義②重要ポイント③説明④例文⑤練習問題という流

れになっていて、同じルーティンで学習を進められることは生徒の学習の定

着に繋がりやすい。ＱＲコードを読み込むと音声を聞いたり復習プリントを

見たりすることができ、生徒それぞれの学習進度に合わせて学習を進めてい

ける。また、ＱＲコードは読み込むとすぐそのページの内容を確認できるた

め、生徒が使い易い。ＱＲコードで読み込んだ英語の発音はとても明瞭でス

ピードもゆっくりで聞き取りやすい。生徒が家庭で学習する際にも分からな

いことが多すぎて学習が進められないといった状況にはなりにくく（当書記

載のヒントやＱＲコードの活用）さらに発展した新しい問題に取り組みたい

ときにも有効である。文字は手書きのような親しみやすい字体で読みやすく、

重要な文は枠で囲んであるため、生徒が覚えておくべきポイントが一目で分

かり注意をひくことが出来る。使っている色も３色程度と多すぎず、簡潔に

提示されているので分かりやすい。 

 

＜５冊目＞ 

【１ちゃんいちにち へんてこかぞえうた（リーブル）】 

①内容について 

（ア）授業への気持ちの切り替えが苦手な児童生徒にとっては、絵本である

当書を使うことで、興味を引きやすく授業を主体的に始めることがで

きる。ページ数は 23 ページで、集中が持続しづらい児童生徒が読み

聞かせを聞いたり自分で読んだりするのに適した長さである。絵を見

ながら読み聞かせや音読で親しむうちに、１～10 までの数唱と数字を

同時に学ぶことができる。数字のキャラクターを指でなぞり、数字の

形を捉える練習をすることもできる。裏表紙には１～10 までの三通り
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の数え方が表になって示されており、物の数え方に興味をもつきっか

けになりやすい。 

 

（イ）数字に親しむ段階の児童生徒にとっては、数字を文字としてではなく

絵やキャラクターとして目にするので、抵抗感が少ない。数字が好き

な児童生徒にとっては、自分の好きな物が絵本になっているので「見

たい」「読みたい」という意欲につながる。カラフルでユニークなイ

ラストで描かれた絵本なので、数唱や数字に興味をもちやすい。本文

は数え歌となっていて、リズムのある文章のため聞いていて楽しく、 

児童生徒がリズムに合わせて一緒に読みたくなるような内容である。 

 

（ウ）当書は、児童生徒の興味や発達段階、学習集団に応じて「絵本」「国

語の指導」「算数の指導」として幅広く活用することができる。その

ため、学習目標の異なる複数の児童生徒との授業において、導入とし

て使用することも可能である。算数の指導であれば「１～10 までの数

唱ができる」「１～10 までの数字を覚える」「１～10 までの数字を書

く」「絵の中の物を数える」という指導ができる。国語の指導では「い

ろいろな物の数え方を覚える」「数え歌を声に出して読む」「暗唱する」

「数え歌を作る」「数字の読みから始まる言葉を辞書で探す」「同じ文

字から始まる言葉を児童生徒同士でつないでいって語彙を増やす 

例）いっちゃん一日 いちごを食べて いいお顔 犬の散歩で 石に

つまずき いてててて」「自分の一日を文にする」などが考えられる。

小学 1 年生の国語の内容とも関連しているので、導入や補足として当

書を使用することができる。 

 

②形式について 

大きさは一辺が約 18cm で扱いやすい。１～10 までの数字がキャラクター

化され、それぞれが色分けされているので数字に関心が向きやすい。文章は

ひらがなとカタカナで分かち書きされており、言葉のまとまりが分からなか

ったり文字を目で追って読むのが難しかったりする児童生徒にも読みやす

い。文の始めの数字は他の文字よりも太字になっていて、同じ高さで横一列

に書かれている。そのため、数唱を覚える段階の児童生徒が数字の順番を意

識しやすい。後に続く言葉に合わせて「９（きゅう）かんちょう」「９（ク）

ッキー」などとふりがながふられているので、一つの数字でも異なる読み方

をするということに気付くことができる。１～10 まで、それぞれの数字から

始まる数え歌が見開き１ページに収まっているので、一つの数え歌と絵が見

やすく、内容をイメージしやすくなっている。 
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＜６冊目＞ 

【特別支援教育のカード教材 意味から覚える漢字イラストカード １年

生（かもがわ出版）】 

 

①内容について 

（ア）１年生で習う 79 文字の漢字が一枚ずつのカードになっている。「数字

の漢字」「自分や友達の名前の漢字」「曜日の漢字」など、まとまりご

とにグループ分けして学習することができる。順序にこだわりがある

児童生徒には、順番がないのでドリル形式よりも取り組みやすい。覚

えたカードとまだ覚えていないカードを分けて学習することができ

るため、自分の習熟度を目で見て実感しやすく、見通しをもって主体

的に取り組むことができる。漢字が大きく記載されているため、指で

なぞり書きがしやすい。書き順は表面に示されておらず、裏面にのみ

記載されているため、書き順を覚えることにつまずいて苦手意識をも

ってしまうような児童生徒にとっては、漢字の形のみに注目すること

ができる。絵、漢字、読み、書き順、例文、熟語が記載されており「漢

字が全く書けない」「細部を間違えて書く」「読めるけれども書けない」

など、それぞれの実態に応じた学習ができる。 

 

（イ）カード形式で最低限の文字で構成されているため、読むことに苦手意

識のある児童生徒にとって抵抗が少なく取り組むことができる。教室

の中で、漢字の意味と関係がある物の近くにカードを置いて漢字探し

をしたり、教師が「数字の漢字」などと指定して仲間の漢字集めをし

たり、カルタ遊びをしたりして、座学にこだわらず遊びの中で漢字を

学ぶこともできる。漢字の上には漢字の意味を表す絵が描かれている

ため、発達段階や習熟度の異なる集団でも一緒に学ぶことができる。 

 

（ウ）漢字を覚えるのに必要な要素を絞って書かれたカードであるため、目

の前の児童生徒に合わせて、指導者が一斉指導や個別指導、座学やゲ

ーム形  式などの指導方法を工夫しやすい。漢字を覚えるために必

要な「形」「読み方」「意味」の３つの要素を関連付けて覚えられるよ

うに、記載する位置や字体などが工夫されている。そのため、習熟度

に応じて「絵を見て漢字を答える」「絵を見て漢字を書く」「絵と漢字

を見て読み方（音読み、訓読み）を答える」「漢字を読む」「読みを見

て漢字を書く」「漢字を使った言葉や例文を作る」「正しい書き順を裏

面で確認する」「表面を上にして並べ、カルタをする」など、様々な

学習活動が可能である。 
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②形式について 

 カードは、厚手で丈夫な作りになっていて扱いやすい。一枚に一文字ずつ

の漢字が教科書体で大きく記載されており「止め」「はね」「はらい」が分か

りやすい。白地に、文字は黒、絵ははっきりした色使いで簡潔に記載されて

おり、必要な情報が見やすく配置されている。カードの表面は、上段に漢字

の意味を表す絵、下段に漢字が書かれている。裏面には、上段に漢字の読み

方、下段に書き順とその漢字を使った熟語、短文が書かれている。情報が表

と裏で分けて記載されているので、目に入る情報が限定されるため、注目し

やすい。カードは縦型のケースに入っており、ケースに入れると下段が隠れ

るようになっている。ケースに入れたまま、上段の絵を見て漢字を答えたり

読みを見て漢字を書いたりすることができるので、児童生徒が一人でも反復

練習をすることができる。 

 

＜７冊目＞ 

【さわって学べる算数図鑑（学研）】 

 

①内容について 

（ア）ページが分厚いので、手指を動かすことに課題のある児童生徒も開き

やすい。動かす・開ける・組み立てるなどができる教材で、算数を体

感できるようになっている。例えば立体のページでは、展開図を見る、

折ることで立体をイメージする力を育むことができる。文字を読むこ

とが難しい児童生徒も見たり触ったりしながら学習を進めることが

できる。数、図形、立体などに興味が出てきた段階の児童生徒も使用

できる。数や図形、立体を触りながら学習ができたり、コントラスト

を強くするために背景や図形の色を工夫したり、また背景と図形など

の境目をはっきりさせるために太く黒い線を使用したりと、視覚に課

題がある児童にも適している。最後のページに学習内容のさくいんが

あり、自分の得意な内容から学習を進めることもできる。発達段階に

よって、触る、見る、読むなど様々な学び方ができる本である。各ペ

ージに適切なヒントとなる文が記されており、正解を導きやすいため

興味が持続しやすく集中して学習に取り組むことができる。 

 

（イ）折ると答えが出たり、立体を作ることができたりすることで、児童生

徒の興味を引く。また、引いたり回したりすることもでき、それによ

って乗法や分数の理解が進むので関心を継続しながら、学習を進める

ことができる。１００種類の仕掛けがあり、遊びながら算数を学ぶこ

とができる。クイズに挑戦するページもあり、学習したことのまとめ

を自分で確認することができるので最後まで飽きずに取り組むこと
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ができる。使用している色がカラフルではっきりしているので、着目

する部分が分かりやすい。口語体で書かれていて親しみを持って学習

を進めることができる。 

 

（ウ）足し算・引き算・掛け算・分数・図形等について視覚的に表現したり、

実際に触って動かせる仕掛けを多く使用したりしている。このことか

ら、算数を体感できるようになっている。例えば分数の学習が進んで

１２分の１かける６の計算をするとき、答えは１２分の６それが２分

の１になることを目で見てパッと確認することができる。立方体の展

開図では、面が６つ必要になることもすぐに確認することができる。

最後のページには覚えておきたい用語集もついており、学習内容の整

理にも使用できる。 

 

②形式について 

各ページが分厚く開きやすい。文字が大きく読みやすい。全ページカラー

で、コントラストを強くするために背景・図形などの色も工夫してあり、形

や問題ごとに色分けしてあるので、見ることに課題のある児童生徒に適して

いる。漢字にはふりがながふってあるので、漢字を習得していない児童生徒

も読むことができる。図形の名称は英語の表記を併用してあるので、英語の

理解力を高めたり、異文化に触れるきっかけになったりすることも期待でき

る。立体のページには、組み立てたときにその形を維持するための差込口が

あり、接着することなく立体を観察することができ、学習が終わったら、差

込口から一片を引き抜くだけで簡単に片付けることができる。目と指先から

算数の概念を学ぶことができ、算数が体感できるよう工夫されている。 

 

＜８冊目＞ 

【とってもやさしい中１数学これさえあれば授業がわかる 三訂版（旺文

社）】 

 

①内容について 

（ア）当書は、見開きの左面に学ぶこと、右面に練習問題と見開き１ページ

で小単元が終わるようになっているので、見通しをもって学びを進め

ることができる。正の数と負の数の計算式では、正の符号（＋）と負

の符号（－）が色分けされているので、形で判別することが難しい生

徒も色で符号の違いに気付くことができる。小単元の中に「これが大

事！」や「ゼッタイこれだけ」とその単元で知っておくべきポイント

が一目でわかるようになっているため、要点を自分で確認し、自主的

に学ぶことができる。計算問題だけでなく図形問題もあるため、計算
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が苦手でも空間認知能力が高く、作図が得意な生徒に対して単元を部

分的に活用し、個の特性に合わせて幅広く使用することができる。 

 

（イ）当書のはじめに特長や使い方が『大切なポイントには「これが大事」

のアイコンがついています』のように記載されているので、読み進め

るときのポイントがわかり、周りのペースに合わせるのが苦手な生徒

も自分のペースで学習することができる。見開きの最初には「なぜ学

ぶの？」というコーナーがあり、この単元を学習すると今後どう役立

つのかがわかるようになっているため、見通しをもって取り組むこと

ができる。解説問題では、穴埋め問題の答えがそのページの下に書か

れているので、数学に自信のない生徒も自分で答えを確認し、成功体

験を積み重ねながら学習することができる。当書の最後には、練習問

題の解答と解説が書かれているので、授業内で理解することが難しい

生徒が予習や復習として活用することができ、「なるほど」「わかった」

という理解を深めることに加え、「自分の力でできた」という達成感

を味わい、自己肯定感を高めることができる。 

 

（ウ）簡単な問題から少しずつ難しい問題へとスモールステップで段階的に

進められるので、つまずきポイントがわかりやすい。復習プリントを

ダウンロードできるため、繰り返し問題に取り組むことで理解するこ

とができる生徒にとって、自信をつけて次の単元へとステップアップ

することができる。章の最後には、おさらい問題があるため、学習の

理解度を知ることができ、学びの定着を図ることができる。 

 

②形式について 

文字数が少なく大事なポイントは、太文字や赤文字で書かれているので、

目移りする生徒にとって要点がわかりやすい。使用している色が少ないため、

情報量が多いと混乱してしまう生徒にとって、気が散りにくく問題に集中す

ることができる。丸ゴシック体で書かれているので、数字に優しい印象を与

え、数字が苦手な生徒でも受け入れられやすく、文字のバランスが整ってい

るので読みやすい。単元ごとにページが色分けされているため、今どの単元

を学習しているのか、どのくらい学習が進んでいるのかが一目でわかるので、

今後の見通しをもちながら読み進めることができる。 

 

＜９冊目＞ 

【学校では教えてくれない大切なこと 12 ネットのルール（旺文社）】 

 

①内容について 
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（ア）全 4 章で構成されており、ネットの基礎的な内容から身近に起こりう

るトラブルへの対応方法がわかるようになっている。すべての内容が

漫画で描かれているので、文字だけで理解することが難しい児童生徒

も人物の表情や背景の色で場面や状況をイメージすることができる。

タイトルの「ネットの情報はすべて正しいの？」といった質問に対す

る答えが本文内で記されていたり、「ネットでダウンロードしてはい

けないもの」といった注意を促すように内容がまとめられたりしてい

る。そのため、調べ学習のときに公的な機関のウェブサイトを参考に

して、正しい情報を正しい方法で得るために気を付けるべきことを事

前に学ぶことができるため、より多くの成功体験を積み重ねることが

できる。 

 

（イ）表題にある「学校では教えてくれない」という言葉に児童生徒が「読

んでみたい」「どんなことが書かれているのだろう」という関心や興

味が引き立てられる。人物の喜びや怒り、悲しみなど場面に応じた表

情豊かなイラストが多く、文字のフォントや色彩が豊かで飽きずに読

み進めることができる。著作権の例として、「そこのけ姫」というオ

リジナル映画を取り上げたり、ＳＮＳの例として、「ＦＩＮＥ」とい

う架空アプリを設定したりしているので、空想のものと現実のものを

関連付けて学習することができるため、実生活と結び付けて考えるこ

とが難しい児童生徒にとって、より実践的に学ぶことができる。 

 

（ウ）「インターネットってそもそも何？」では、インターネットの基本を

知ることで、インターネットやＳＮＳへの知識や理解が深まると考え

られる。また「ＳＮＳいじめって何？」「ネットに個人情報を書いて

しまった」などでは、インターネット問題と関連して、いじめや個人

情報の取り扱いについての発展した学習ができると同時に、生命の尊

さを考え、自他の生命を尊重するという道徳教育の内容と合わせた学

習に取り組むことができる。 

 

②形式について  

当書は漫画で描かれているため、視覚優位の児童生徒にとって取り扱って

いる内容を映像として読み進めることができる。章のまとまりごとにページ

が色分けされているので、数字が苦手でページ数を見て開くことができない

児童生徒でも、色とタイトルを見てどのページを開けばよいのかを知ること

ができる。漢字にはすべてふりがなが付いているので、漢字が読めない児童

生徒も安心して読むことができる。タイトルの学びのポイントとなる言葉に

は囲いがあり、文字を大きくしているため、目移りする児童生徒も学習のポ
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イントを捉えやすくなっている。 

 

＜10 冊目＞ 

【やさしくまるごと小学理科（学研プラス）】 

①内容について 

（ア）３年生から６年生までの内容が網羅されているため、高学年になって

からや、中学１年から特別支援学級に入級することになった児童生徒

など、一人ひとりの実態や学習進度に合わせて学ぶことができる。レ

ッスン（単元）ごとに学習内容の授業動画が見られるＱＲコードがつ

いている。タブレット等を使用して、そのＱＲコードを読み取ればす

ぐに授業動画をみることができるため、一斉指導による学習が苦手な

児童生徒でも、一人で落ち着いて学ぶことができる。 

 

（イ）単元の導入には、短い漫画がついており、楽しい気持ちのままその単

元に取り組むことができる。また、全体を通して挿絵も多く取り入れ

られているため、絵を見ることが好きな児童生徒の興味・関心を引き

やすい。タブレット等を用いて、ＱＲコードを読み取れば、すぐに授

業動画を見ることができるので、自分で本を読むことが難しい児童生

徒にとっても、映像や音声で学ぶことができるため理解しやすい。ま

た、当書の漫画に登場するキャラクターが、漫画だけでなく、さまざ

まな場面で登場し、吹き出しという形で補足説明をしてくれたり、実

験を行う上での注意事項を説明したりしてくれるので、単調にならず

主体的に読み進めることができる。 

 

（ウ）３年生から６年生までの内容が網羅されているので、系統立てて学習

することができる。レッスン１から順番に学習を進めていくことで、

小学校の理科の学習を着実に積み重ねていくことができる。また、例

えば、レッスン２「自然の観察と生き物」→レッスン９「季節と生き

物のようす」→レッスン 19「メダカの誕生」→レッスン 29「生き物

とかんきょうのかかわり」というように、児童生徒の興味関心がある

分野を絞って学習を進めるという方法も考えられる。そうすることで、

一人ひとりの児童生徒の特性や実態に応じた、系統的な指導をするこ

ともできる。 

 

＜11 冊目＞ 

【 中１理科をひとつひとつわかりやすく（学研プラス）】 

 

①内容について 
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（ア）文字が少なく、難しい用語は図やイラストによってまとめられている。

１ページの情報量が少なく、重要な部分のみに精選され、少しずつ学

習を進めることができるので、集中の持続が難しい生徒でも、理解で

きているかを確認しながら取り組みやすい。図やイラストがたくさん

使われているので、全体指導の学習だけではなく、個人で学習を進め

ることができる生徒の予習や復習にも活用しやすい。また、文字を読

むことが苦手な生徒でも、抵抗感なく使用することができる。 

 

（イ）オリジナルのキャラクターが解説をおこなうため、主体的に学習に取

り組むことができる。また、学習の見出しも「花の中はどうなってい

るの？」や「地震はどこで起こるの？」のような日常的な疑問になっ

ているため、興味を引きやすい。生物の学習では、生物を分類すると

いう基礎的な学習から、植物や動物の分類に発展していく。基本練習

のページには、発展したコメントが書かれているページがあり、発展

的な学習も行うことができる。無脊椎動物の学習では、解説ページで

挙げられた以外の無脊椎動物が紹介されている。そこからさらに身近

な生き物を調べるきっかけにすることができる。また、水素とアンモ

ニアの学習では、赤い噴水の実験が紹介されており、興味をもった生

徒がそこから色々な実験を検索し、新たな学習へ広げることもできる。 

 

（ウ）中１で学習する内容が１冊にまとめられており、生物、化学、物理、

地学の単元ごとに４つの章に分けられている。各章は色分けされてい

るので、どの分野の学習をしているのかもわかりやすい。また、単元

の中でも、基礎的な内容から発展的な内容へと少しずつ段階があがっ

ていくため、スモールステップで進めることができる。章の中に練習

問題、復習テストのページが設けられているので、どこまで理解でき

ているかを確認しながら学習を進めることができる。目次のページに

は、学習予定日を書き込んだり、終了した項目にシールを貼る欄が設

けられたりしており、どこまで学習を進めたのかを記録し、一目見て

分かるようになっている。一人で予習、復習を進めることのできる生

徒も見通しを持って学習を行うことができる。 

 

②形式について 

 全ページカラーで構成されているため、文字だけでは理解が難しい生徒も

実物をイメージしながら学習を進めることができる。解説の重要な部分は赤

文字になっていたりラインが引かれていたりするため、文章から重要な言葉

を選び取ることが苦手な生徒にとっては、覚えるべき言葉が分かりやすい。

一つの学習が見開きで構成されており、解説の後には必ず基礎練習が設けら

(25)
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れている。見開きのため、答えを確認しながら練習問題に取り組むことがで

き、分からない問題もすぐに復習することができる。また、学習のポイント

やミスしやすい項目も書かれているので、焦って学習を進めてしまう生徒で

も、細かく確認をしながら学習が進めることができる。 

 

＜12 冊目＞ 

【学校では教えてくれない大切なこと 11 友だち関係 考え方のちがい（旺

文社）】 

 

①内容について 

（ア）考え方の違う人とのコミュニケーションの取り方を「違いに気付く」

「自分を知る」「違いを知る」「違いを認める」の４つの章で解説して

いる。児童生徒が人とのかかわりの中で持ちやすい疑問や悩みを目次

のページで短い文で書かれており、活用しやすい。「意見がちがうと、

ケンカになっちゃう？」のページでは、野球チームについての会話の

中で険悪になった２人の間に、この本の導き役であるココロンという

キャラクターが現れ、それぞれの本当の気持ちを解説した後、短い言

葉で大切なことをまとめている。事例は具体的であるので、身近に感

じることができる。４つの章を順に読むことでコミュニケーションの

取り方を学ぶことができるよう構成されているので、読み聞かせを聞

く段階、自分で読む段階、人と意見を交換できる段階など様々な発達

段階の児童生徒が活用できる。各章の最後の内容をまとめたページは、

優しい言葉で語りかけるようにかつ簡潔に書かれていて、多くの情報

を処理することが苦手であったり、集中が持続しづらかったりする児

童生徒も繰り返し学習に使用できる。また登場人物の表情が強調され

て描かれており、目からの情報を得ることが得意な児童生徒にも状況

をイメージしやすい。たくさんの記号が使用されており、その記号は

一目でその意味が分かる形で示されているため、いろいろな発達段階

の児童生徒の理解を助けることができる。おすすめは、自分で文を読

むことができる段階の児童生徒が使用することである。特に友達との

関係に難しさを感じてくることの多い小学校高学年に特に適してい

る。また、文字が読める段階の児童では、小学校低学年から繰り返し

読むことで他者の理解の一つの助けになる。教師や親に言われると素

直に聞くことができないことも、当書を使用することで自然と自分の

考えを深めたり、広げたりすることができる。 

 

（イ）表紙に、シールを貼ったような加工がされていたり、内容が漫画で表

現されているため、興味関心をもって手に取ったり、読んだりするこ

(26)
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とができる。いろいろな特徴をもった人物が登場するため、自分や友

達に置き換えやすく実際の生活に生かすことができる。更に登場人物

の紹介が最初に書かれているため、内容を理解しやすく興味をもって

取り組める。世界や宇宙に関する内容にも触れているなど読み進めて

いくごとに新しい発見があり、主体的に取り組めるように作られてい

る。見開き 2 ページに課題が示され、次のページに解決策が記されて

いているので、興味が持続しやすく、集中して読み進められる。 

 

（ウ）31 事例が紹介されており、見開き２ページを１事例として各事例を説

明した後、その対処方法の例を次の２ページで解説する構成になって

いる。児童生徒にとって将来の成長に欠かせないことや、「自分と仲

良くすること」「何を正しいと考えるか」「普通とは」など大人も悩む

ことが多いであろうテーマを漫画で解説しているので、コミュニケー

ションの学習を発達段階に合ったテーマから学習を進めていくこと

ができる。相手を尊重しながら自分の気持ちを伝える（アサーティ

ブ・コミュニケーション）を学ぶきっかけになる。 

 

②形式について 

オールカラーで印刷されている。使われている色は中間色が多く、主張し

すぎない印象を持つ。そのため、優しく語られているような印象となってい

る。キャラクターの服装もほぼ一貫しており、判別しやすいため内容の理解

の助けになる。漢字にはふりがながふってあり、漢字が苦手な児童生徒も読

むことができる。重要な言葉は、フォント、色、大きさなどを変えて強調さ

れている。絵と短い言葉で描かれた漫画は情報のユニバーサルデザインであ

るといわれており、当書はその観点から見ても特別な支援が必要な児童生徒

の教科書として望ましい。 

 

＜13 冊目＞ 

【こどもルールブック よくできました（日本図書センター）】 

 

①内容について 

（ア）日常生活や学校生活でよく口にする言葉や身近に起こりえる場面が設

定されているため、イメージをもちやすい。例えば「ごめんなさいを

すなおにいう」では「まわりのひととなかよくするためのたいせつな

ことば」「じかんがたつといいづらくなるからすぐにいうのがだいじ

だよ」というように、分かりやすい言葉で理由が端的に説明されてい

るため、コミュケーションを課題とする児童生徒の実践に結びつきや

すい。どのルールも１ページ、もしくは見開き１ページで簡潔に収録

(27)

19



されており、複数の指示を同時に理解することが難しい児童生徒も

「今何を学習しているか」を理解しやすくなっている。自立活動の内

容である「人間関係の形成」「コミュニケーション」を中心に、児童

生徒の発達段階や実態に応じて項目を選択し、学習を進めることがで

きる。 

 

（イ）生活に即した身近な言葉が多く、生活習慣を振り返ることができるた

め、興味関心を引き出しやすい。イラストの表情が豊かで「よい行動

をしているときの表情かな？」「よくないときの表情かな？」と絵面

で状況を確認しながら読み進められるため、文字を読むことが苦手な

児童生徒でも主体的に考え、意欲的に学習を進められる。また、46

のルールがポスターとなった付録を活用して児童生徒が自ら身につ

いている項目を確認したり、自らの行動をフィードバックしたりしな

がら成功体験を実感することができる。 

 

（ウ）最初は「『ありがとう』を口ぐせにする」（人間関係の形成）から始ま

り、「早寝早起き」（健康の保持）「いやなことばはつかわない」（コミ

ュニケーション）「しあわせなことを見つける」（心理的な安定）と自

立活動の観点から学習が進められる。また、道徳の目標である「Ａ主

として自分自身に関すること・Ｂ主として人に関すること・Ｃ主とし

て集団や社会の関わりに関すること・Ｄ主として生命や自然、崇高な

ものとの関わりに関すること」のそれぞれの内容項目を関連させて実

践的に取り組むことができる。家庭生活での習慣も収録されているた

め、学校と家庭が連携して取り組むことができる。一つの項目が達成

できた場面で、互いに「よくできました」と肯定的な言葉でほめるこ

とで、どのような言動が認められるのかを児童生徒が理解しやすいた

め、相手を認めたり自分を大切にしたりする行動を継続しながら生活

することができる。 

 

②形式について 

全ての文字がひらがなで書かれていたり、見出しの文字が太文字で書かれ

ていたりするため、何のルールが書かれているかが、視覚的に分かりやすい。

見出しと説明の文字のフォントが統一されており一貫性があるため、順序立

てて考えにくい児童生徒も情報の整理をしながら取り組むことができる。ま

た、見出しの文字よりも人物のイラストの方が大きく、気が散りやすい児童

生徒も表情に注目しながら取り組むことができる。時計のイラストの横には

「ジリジリリ」と連想しやすいように擬音語が使われていたり、「いやなこ

とばはつかわない」のページにはキラキラことばは赤・トゲトゲことばは白

(28)
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と色が分けられたりしているため、本を読むことが苦手な生徒も、ひとりで

読むことが期待できる。 

(29)
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特別支援学校小学部知的障害者用

国語　　国語
発行者 使用 教科書 判型 予　定

の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者

・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

2 国語 B5
877 平31 文部科学省

東書 1-6 C-121 88
国語 B5

900 平31

C-122 112
国語 B5

867 平31

C-123 112

算数　　算数
発行者 使用 教科書 判型 予　定
の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者
・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

17 算数 B5
2,875 平31 文部科学省

教出 1-6 C-121 88
算数 B5

1,637 平31

C-122 68
算数 B5

2,458 平31

C-123 58
算数 B5

2,082 平31

C-124 106

生活　　生活
発行者 使用 教科書 判型 予　定

の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者
・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

2 生活 B5
令5 文部科学省

東書 1-6 C-121
生活 B5

令5

C-122
生活 B5

令5

C-123

こくご　☆

こくご　☆☆

こくご　☆☆☆

さんすう　☆

さんすう　☆☆（１）

さんすう　☆☆（２）

さんすう　☆☆☆

せいかつ　☆

せいかつ　☆☆

せいかつ　☆☆☆

－ 17 －

［目録１］文部科学省著作教科書
　　　　（特別支援学校小・中学部［知的障害者用］）

(32)
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音楽　　音楽
発行者 使用 教科書 判型 予　定

の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者

・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

2 音楽 B5
1,321 平31 文部科学省

東書 1-6 C-121 128
音楽 B5

1,223 平31

C-122 124
音楽 B5

1,175 平31

C-123 124

特別支援学校中学部知的障害者用

国語　　国語
発行者 使用 教科書 判型 予　定
の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者
・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

2 国語 B5
1-3 692 令2 文部科学省

東書 C-721 112
国語 B5

756 令2

C-722 120

数学　　数学
発行者 使用 教科書 判型 予　定

の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者

・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

17 数学 B5
1-3 1,694 令2 文部科学省

教出 C-721 152
数学 B5

1,695 令2

C-722 122

音楽　　音楽
発行者 使用 教科書 判型 予　定

の番号 の記号 書　　　　　　名 定　価 著作年 著作者
・略称 学年 ・番号 ページ数 （円）

2 音楽 B5
1-3 1,046 令2 文部科学省

東書 C-721 160
音楽 B5

1,079 令2

C-722 164

国語　☆☆☆☆☆

数学　☆☆☆☆

数学　☆☆☆☆☆

音楽　☆☆☆☆

音楽　☆☆☆☆☆

おんがく　☆

おんがく　☆☆

おんがく　☆☆☆

国語　☆☆☆☆

－ 18 －
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発行者一覧

発行者 発行

の番号 発　　行　　者 郵 便 番 号 住　　　　　　所 電　話　番　号 教科書

・略称 の種別

2

東　書

17

教　出

181

東　点

182

ライト

196

ヘレン

216

支援ｾﾝﾀｰ

217

日点

社会福祉法人
日本点字図書館

１６９－８５８６ 東京都新宿区高田馬場１の２３の４ ０３（３２０９）０２４１ 特視　  中

社会福祉法人
日本ライトハウス

社会福祉法人
東京ヘレン・ケラー協会
社会福祉法人
視覚障害者支援総合セン
ター

特聴 小中
特知 小中

東京都新宿区大久保３の１４の４

１６７－００３４
東京都杉並区桃井４の４の３
スカイコート西荻窪２

特視 小中０３（５３１０）５０５１

１６９－００７２ ０３（３２００）１３１０ 特視 小中

特知 小中

大阪府大阪市鶴見区今津中２の４の３７５３８－００４２ ０６（６９６１）５５２１ 特視 小中

東京都北区堀船２の１７の１１１４－８５２４ ０３（５３９０）７２００(代)

特視 小中

東京書籍株式会社

東京都三鷹市下連雀３の３２の１０１８１－００１３ ０４２２（４８）２２２１

教育出版株式会社
東京都江東区有明３の４の１０
TFTビル西館

１３５－００６３ ０３（５５７９）６２７８（代）

社会福祉法人
東京点字出版所

－ 19 －
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［目録２]文部科学省著作教科書 

（特別支援学校小学部視覚障害者用[点字版]） 
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（特別支援学校中学部視覚障害者用[点字版]） 
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(50)
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20
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(53)

22
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1 岩崎書店 どこにいる？だれがいる？さがせ！日本の歴史 1,600

2 ポプラ社 旅でみる世の中のしくみ大図解 1,980

3 旺文社 とってもやさしい中学公⺠改訂版 980

4 旺文社 とってもやさしい中１英語改訂版 980

5 かもがわ出版
特別支援教育のカード教材意味からおぼえる漢字イラストカード
１年生

2,800

6 リーブル １ちゃんいちにちへんてこかぞえうた 1,000

7 Gakken さわって学べる算数図鑑 2,200

8 旺文社 とってもやさしい中１数学改訂版 980
9 旺文社 学校では教えてくれない大切なこと12ネットのルール 850

10 Gakken やさしくまるごと小学理科改訂版 2,200

11 Gakken 中１理科をひとつひとつわかりやすく 改訂版 1,000

12 旺文社
学校では教えてくれない大切なこと（11）友達関係（考え方のち
がい）

850

13 日本図書
センター こどもルールブックよくできました！ 1,300

  

［目録４］「令和６年度使用神戸市一般図書一覧」新規掲載図書(仮)

発行者略称 図  書  名 単価（円）
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発行者
コード

発行者名
発行者
略称

図書名
原典となる
検定教科書

改訂日本地図 独自出版

改訂世界地図 独自出版

初等地図帳17訂版 独自出版

小学生のおんがく　１　 教育芸術社

小学生の音楽　２　 教育芸術社

小学生の音楽　３　 教育芸術社

小学生の音楽　４　 教育芸術社

小学生の音楽　５－１　 教育芸術社

小学生の音楽　５－２ 教育芸術社

小学生の音楽　６－１　 教育芸術社

小学生の音楽　６－２　 教育芸術社

みんなのほけん３・４年　 学研

みんなの保健５・６年　 学研

社会科地図帳　2１訂版 独自出版

中学生の音楽　１－１ 教育芸術社

中学生の音楽　１－２ 教育芸術社

中学生の音楽　２・３上　１ 教育芸術社

中学生の音楽　２・３上　２ 教育芸術社

中学生の音楽　２・３下　１ 教育芸術社

中学生の音楽　２・３下　２ 教育芸術社

中学生の器楽　１ 教育芸術社

中学生の器楽　２ 教育芸術社

新・中学保健体育　１ 学研

新・中学保健体育　２ 学研

新・中学保健体育　３ 学研

新・中学保健体育　４ 学研

新・中学保健体育　５ 学研

家庭科　５・６年　１ 開隆堂

家庭科　５・６年　２ 開隆堂

家庭科　５・６年　３ 開隆堂

家庭科　５・６年　４ 開隆堂

技術分野　１ 開隆堂

技術分野　２ 開隆堂

技術分野　３ 開隆堂

技術分野　４ 開隆堂

技術分野　５ 開隆堂

[目録５]　文部科学省著作教科書
（特別支援学校視覚障害者用小・中学部

[点字版]）以外の点字教科書
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196 東京
ヘレン･ケラー

協会

ヘレン

日本
ライト
ハウス

ライト

東京
点字

出版所
東点181

(56)
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技術分野　６ 開隆堂

技術分野　７ 開隆堂

技術分野　８ 開隆堂

技術分野　９ 開隆堂

技術分野　１０ 開隆堂

家庭分野　１ 開隆堂

家庭分野　２ 開隆堂

家庭分野　３ 開隆堂

家庭分野　４ 開隆堂

家庭分野　５ 開隆堂

家庭分野　６ 開隆堂

家庭分野　７ 開隆堂

家庭分野　８ 開隆堂

(57)
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